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Abstract： This study clarifies a contemporary image of “masculinity” since the 1980’s in Japan by 

analyzing the Japanese men’s fashion magazine “MEN’S NON-NO.” Media and social/social 

psychological behavior have played a key part in construction of “masculinity.” Until the end of this year, 

their features and change in them were analyzed by classifying articles in “MEN’S NON-NO” from June 

1986 to contemporary. A preliminary investigation into the relation between the new image of 

“masculinity” and the magazine was conducted in March. 1400 subjects are completing a questionnaire on 

the Internet. The main components are items concerning “MEN’S NON-NO,” “masculinity,” and 

consumption behavior. Meanwhile, a database is being developed on men’s studies and cultural studies in 

Europe. In this year, interviews of researchers and writers about their related field of studies will be 

available on a database in England. 

 

【目的】 

 本研究は、1986 年創刊の男性向けファッション誌『メンズノンノ』（集英社）を主資料に、1980 年代以降

の日本における「男らしさ masculinities」について考察することを目的としたものである。1980 年代に相 
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次いで創刊された男性向けスタイル誌およびファッション誌（『Brutus』『MR』『X-men』『Fineboys』『Boon』

『Begin』等）は、男性に新しいライフスタイルを提案し、美容やおしゃれに対する意識を向上させることで、

男性の積極的な消費行動を促す媒体として機能した。その中でも先駆的な触媒の役割を果たした『メン

ズノンノ』を分析することで、「男らしさ」の構築にメディアおよび消費者の社会的心理・行動がどのように関

わっているのかについて明らかにする。 

 フェミニズム研究によって浮上した「ジェンダー」という分析視角によって、女性だけでなく男性というジェ

ンダー区分の自明性が日本においても問い直されるようになったのは 1980 年代後半からである。その後、

1990 年代にメンズ・リブ運動を主導した伊藤公雄による「男性問題」について言及した一連の書籍（伊藤

公雄『<男らしさ>のゆくえ――男性文化の文化社会学』新曜社 1993、『男性学入門』作品社 1996、メン

ズセンター編『「男らしさ」から「自分らしさ」へ』かもがわ出版 1996、『男たちの<私>さがし――ジェンダー

としての男に気づく』かもがわ出版 1997）を経て発展した日本の男性学研究に対し、ここ数年において状

況整備的な研究が登場してきている（多賀太『男らしさの社会学――揺らぐ男のライフコース』世界思想

社 2006。宮台真司・辻泉・岡井崇之編『「男らしさ」の快楽――ポピュラー文化からみたその実態』勁草

書房 2009。田中俊之『男性学の新展開』青弓社 2009）。それらにおいて課題とされているのは、第１に、

今日ますます多様で複雑な様相を呈している「男らしさ」の複数性へどのようにアプローチしていくかとい

う理論的方法の整備であり、第２に、それらを問題化するだけでなく、具体的に捉え返していく質的研究

の蓄積であると思われる。こうした課題を踏まえ、本研究では、メディア上に確認できる多様な「男らしさ」

のイメージがどのような意図を持って、あるいはどのように消費空間と結びついて作り出され、また、それら

がどのように読者の心理や行動と結びついていくのかということを実証的に検証していく。 

 1990 年代の「フェミ男」や昨今話題となっている「草食系男子」など、メディアは多様な男性のイメージを

言説化し、次々と発信してきた。それらは従来考えられていた「女性/男性」という二分法的区分に基づく

「男らしさ」というよりも、むしろ伊藤や中河伸俊らが指摘したような「自分らしさ」の獲得と結びついていたも

のであったと考えられる。その際、「男らしさ」の提示と獲得において重要な役割を担っていると思われる

のが、ファッションや美容といった「おしゃれ」意識と結びついた消費行動なのではないだろうか。 

 

【方法および経過】 

 本研究は大きく３つの視点を設定し、「男らしさ」の構築にメディアおよび消費者の社会的心理・行動が

どのように関わっているのかという課題にアプローチを試みる。 

 

1. 「男性メディア」を主体とした言説・視覚情報分析 

本年度は、『メンズノンノ』の 1996 年 1 月号から現在までの誌面情報を「ファッション」、「美容」、「食」、

「生活」、「文化」、「恋愛」という項目を中心に分類整理し、『メンズノンノ』が発信する「男らしさ」の特質とそ

の変化について分析した。そこで、紙面上に見られる「男らしさ」について、多様な男らしさのイメージ（複

数性）と、イメージが作り出す男性像（男性内における差異や序列）という観点から考察した。また、表紙、

目次、巻頭広告、重要と思われる記事（ファッション頁およびアンケート記事を中心に）をコピーし、資料

整備にあたった。この作業と並行して、『メンズノンノ』の比較対象として『Smart』についても分類整理する

（予定）。 

 

2. 『メンズノンノ』読者および一般男性の意識調査による客観的・数量的実証および分析 
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初年度の調査（2011 年３月 12 日～14 日「新しい男性イメージ」と男性ファッション誌に関する調査とし

て、オンライン調査による予備調査の実施）に引き続き、本調査を開始している。第 1 回調査は、首都圏

在住の 10 代～50 代の男女 420 名（各世代 40 名）を対象に、「新しい男性イメージ」を測定するための尺

度作成を目的として、2012 年 2 月 23 日～24 日にオンライン調査を行った。この結果から、55 項目からな

る「新しい男性イメージ」を測定するための尺度を作成した。今後は、その尺度を用いた「男性イメージ」の

捉え方と雑誌などのメディアやファッションおよび消費などに関する価値観との関連を探るために、第２回

調査を行う予定である（2012 年 3 月上旬予定）。調査対象者は、首都圏在住の 10 代～50 代の男女 1400

名（各世代 140 名）を予定している。 

 

3. 英国との比較研究を主とした理論的考察 

1980 年代に『i-D』『THE FACE』『Arena』といったメンズファッション誌及びメンズファッション関連誌が

相次いで創刊された英国において、それらが「男らしさ masculinities」の構築にどのように影響しているか

を考察する。一定の成果を蓄積している英国のカルチュラル・スタディーズを参考に、「New Man」と呼ば

れる美容やおしゃれに対し高い関心を示す男性像等から、『MEN’S NON-NO』をはじめとした日本のメン

ズファッション誌の隆盛期との共通点、相違点の比較検討をする。この比較により、日本における「男らし

さ masculinities」のイメージを明確化することを目的に、英国における調査を 2012 年３月 16 日～21 日に

行う（予定）。 

 

【結果および考察】 

1. 打ち合わせの開催 

本年度は、４月 2７日（水）、1１月 30 日（水）、1 月 31 日（火）、2 月 2２日（水）、３月 3 日（土）（予定）の

計５回文化学園大学にて打ち合わせを行った。 

 

2. 資料収集 

 初年度に続き、日本における男性学研究の書籍および「男らしさ」に関して言及している書籍の情報収

集および購入を行った。この作業は最終年度までに項目毎に類型化し、整備したリストを作成する。 

 

3. 『メンズノンノ』考察 

 『メンズノンノ』の 1986 年６月号から現在までについて、年度ごとに表紙、広告、人物紹介記事などの

項目ごとに内容を整理した資料を作成した。それに基づいて分析した結果、以下のようなことが明らかに

なった。表紙を飾るモデルが初期の阿部寛や風間トオルといった女性が理想とする男性像に代わって、

職業モデル以外の歌手やタレント、俳優、スポーツ選手などその時代の話題の人物や旬の人物が登場

するようになった。特に、1990 年代半ばから、木村拓哉が圧倒的に紙面を飾るようになった。巻頭広告に

ついては、1995 年まではほぼ資生堂の化粧品広告であったが、1995 年以降は、携帯電話など通信機器、

電子機器、AV 機器の広告やファッションブランド、車、スポーツブランドなどの広告へと広がりを見せた。

1990 年代以降も、ファッションや美容に関する記事や、食・インテリア・車・家電製品・旅行・文化情報・恋

愛といったライフスタイル全般における基礎的な知識から旬の情報までを紹介した記事は、女性の声が

反映された内容となっており、男性読者はそれらの記事の背景に否応なく異性の視線を感じ取らざるを

得ない誌面構成となっている。 
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この時の「男らしさ」のイメージが、どのような意図を持って発信され、あるいはどのように消費空間と結

びついて作り出され、また、それらがどのように読者の心理や行動と結びついていたのかということを誌面

分析を通して実証的に検証していくことが最終年度の課題とされる。 
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